
保育者養成におけるピアノ eラーニングに向けて

~学生が演奏映{象を自主的に提出する試み~
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しはじめに
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児童学科には，ピアノ実技関連科目の屡修を

免除しでもよいのではないかと思われるほど実

技能力が高い学生がいる一方で，入学する前に

一度もピアノを習ったことがない学生も少なか

らず存在している。ピアノ実技能力は子どもの

頃の学習経験によって廷ぼ決まるため，まった

く経験のない初心者が，大学でのレッスンだけ

で保育者(保育士，幼稚園教諭)として十分な

龍力を習得するのは非常に難しいのが実情であ

る。

保育土，幼稚菌教諭の採用試験にピアノ実技

が含まれている以上，こうした学生に対しては

より多くの授業時数を確保することが望ましい

が，現在，児童学務におけるピアノ実技関連科

昌は也大学保育系学科と比較して諮段に少なく，

2年次前期に開講されている[児童音楽IJの

みである。また，科目の増設なども容易ではな

く，具体化していない。

そこで，筆者は，本学に KWINSCLASSと
いうネットワーク学習支援システムが導入され

たのを機に，昨今注目されているブレンデッド

ラーニング1)を視野に入札，ぜアノ実技レッス

ンに eラーニングを導入することによって，こ

の現状を打開できないかと考えるようになった。

そして，その準舗として，清報管理が容易にで

きる録画装置 iKS20 (研穆君)J (フジノン株
式会社，以下「研修君jと表記)を用いて， n~ 

1) eラーニングを使った学習形態の 1つで，イン
ターネットを使った時間的制約が少ない遠隔教
育と，リアルタイムにすぐ質問のできる教室で
の対面学習を鉾用した(ブレンドした)より効
果的な学習形惑をいう。

赤羽美希
(東京義範大学大学制彦T)

小林田鶴子
(名古墨女子大学助教授)

童音楽 IJの履修者に自身のピアノ演奏を自主

的に録画させ，そのプロセスや提出された録画

映像の内容などを考察することにした。

2.実接環境

この実践を行った児童学科「児童吾楽 1J LJ:， 
2年次前期の必須科呂(履修者105名)であり，

担当教員は専任の筆者と声楽指導非常勤講師 l

名，ピアノ指導非常勤講鶴4名の計6名であるc

授業は一選あたり連続する 2講時 (180分)行

われ，苗半 (4~ 5月)誌声楽〈発声指導と合

唱)，ピアノ実技〈弾き歌いを主としたグルー

プレッスン人後半 (6~ 7月)は声楽(発声

指導と合唱)，どアノ実技(弾き歌いを主とし

たグループレッスン)，コードネームの理解〈座

学)で構成されている。この授業の前半と後半

の間に詰中詞実技試験を，学期末には期末実技

試験とコードネームに関する筆記試験を課して

いる。

採用試験および保育実習や教育実習への対応

を念頭においた結果，このように「児童音楽IJ

では近年採用試験の課題として増加傾向にある

弾き歌いの勉強を優先しており，バイエル教期

本などの学習は 1年次後期に開設されている他

学科との共通科目， iピアノ入門jで実施して
いる。児童学科 1年次生のうち，ピアノ学習歴

の乏しい者には「ピアノ入門jの履修を推奨し

ているが，強制はしていない。

昨年度は中間実技試験と期末実技試験を実施

することで学生のピアノ〈弾き歌い〉実技能力

に対して評舗を行ったが，今年度は中間実技試

験 (5月下旬)の後，グループレッスンのほか
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に，練習室に設置した「研修君J(写真1)を用
いて，学生に各自の漬奏を録冨させ，その録画

提出を評価に加えることにした。

今国の実践で寵思した「研修君jの特殻は次

のとおちである。

・通常のビデオデッキと開じ操作方法で録画を

行うことができる

-必要に底、じて映像内に文字などで書き込みが

できる

-録画された映橡は mpeg2形式で記録され，

DVDに焼き付けることが可能である

-録酉された映後はバーコードシールに書き出

され，各映像ファイル名をバーコードで管理

することができる

中間実技試験終了後に全履修者に f研修君」

の操作説明を行い，教員に提出したバーコード

シールの枚数をカウントし成績に加算するこ

とを伝えた。

写真1 練書室に設量した iK820 (研穆雲)J

「克童音楽rJでは子どもの歌の定番畠を多
く収録している「子どものうた200J，i続子ど
ものうた200J(いずれも小林美実編著 チャイ

ルド本社)をテキストとして採用している。

授業前半は主として「綾子どものうた200J

のなかの楽曲を課題曲としたので，授業後半は，

f子どものうた200Jのなかから筆者が選んだ

「あめふ与くまのこJIいぬのおまわちさんJiと
んぼのめがねJiしゃほんだまJiおもいでのア
ルバムJIアイアイJIぞうさんJiことりのうた」
「しょうじよう寺の狸ばやしJiもりのくまさんJ
f一年生になったらJIうれしいひなまつりJ，
授業で配布した保育匿・幼稚菌における吾常の

歌唱曲，およびポップス系弾き歌い告を課題曲

として指示した。援修者は期末実技試験までの

期間，グループレッスンでこれらの曲を練習し，

試験ではそのなかから 3曲を申請して，そのう

ちの 1曲を演奏するとともに，それと並行して

f研修君jを慌って諒璽を行ったc

f研修君Jを用いた誌面は， 6月中匂に初め
て行われ，以後7月上旬頃から本格化し，期末

実技試験前の数日需に最も多く行われた。幾つ

かのカメラのアングルを提示し，学生に自主的

に変えさせるようにしたが，狭い練習室である

ため，演奏の姿勢や腕の角度，顔の表情，ペダ

んなど，すべてをうまく捉える位量にカメラを

量くことはできなかった。

また，この実践における「研修君jはまだ試

作段階のものであったため，実践期間中にバー

コードシールが出てこなくなるといった機械の

作動不良が生じたが，録画終了巨を延長するこ

とで解決した〈この実践が終わった後に設寵し

た正規販ではこうしたトラブんは超こっていな

い)0 

3.録菌提出した畠や録麗提出回数

表1は，本実践における録画提出の曲名別集

計である。なお，この集計には不完全な録画や

謀題曲以外の録画辻含まれていない。

菌 名 義重毒菌菌数

「子どものうた200Jのなかから指定した歯

おもいでのアルバム 51 

とんほのめがね 34 

しゃiまんだま 30 

あめふりくまのこ 27 

いぬのおまわりさん 19 

もちのくまさん 14 

ぞうさん 9 

アイアイ 7 
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うれしいひなまつり 2 

ことりのうた 1 

しょうじよう寺の狸ばやし 1 

いちねんせいになったら 1 

保育霞・幼韓国における日常の歌唱曲

おかえりのうた 11 

いつまでも 6 

おとうばん 5 

おベんとうの歌 4 

おはようのうた 3 

なんでもたベる子 3 

ポップス系弾き歌い曲

オオカミなんかこわくない 6 

きみとぼくのラララ 5・

ハイ・ホー 4 

アップルパイひとつ 3 

ピピデイ・パどデイ・ブー 3 

鼠のとお可道 2 

キャベツUFO 1 

いのちの名爵 1 

5匹のこぶたとチヤールストン 1 

さん~~ 1 

スーパーカリフラジワスティックエクスピ
1 

アリドーシャス

にじのむこうに 1 

その他

わにのうた 3 

いもiまりのうた 2 

大きな歌 2 

とんとんとんとんひげじいさん 1 

トマト 1 

トントコトン 1 

表 1 録冨翼出自数の曲名5JIJ集量

表2は， i研修君jをf吏って自身の演奏を提

出した回数，その匝数に該当する提出者数であ

る。標準偏差は各映像提出豆分に該当する学生

提出国数 人数 期末実技試験平均点 諜準舗差。 14 71.9 7.02 

1 13 74.0 5.52 

2 25 74.0 5.34 

3 23 71.4 16.06 

4 14 74.6 3.77 

5 8 77.0 4.38 

6 3 72.3 (6.81) I 

7 1 64.0 

8 1 76.0 

9 。
10 2 67.5 (2.12) 

表2 録冨提出臣数と人数

の期末実技試験に対する偏差を取っている。

映{象提出回数は，まったく提出をしていない

「学生から10酉 (10畠)提出した学生までかなり

分散していた。咲f象提出と期末試験の平均点に

着目すると，まったく提出を行わなかった学生

の平均点に対し， 1度でも提出した学生の方が

稔じて高い鐸点を示しているc 特に5図録画を

提出した学生の平均点は高かった。また，挟橡

提出回数と期末実技試験の平均点における椙関

係数は0.66であったことから，かかる変数の関

には明らかな正相関が存在することがわかる。

次に，標準偏差に着目すると，挟{象提出を 3

回行った学生の間において異常に値が高いこと

がわかる。試験の準備曲を 3曲としたために，

その3畠を確実に仕上げて録画した，比較的ピ

アノ実技能力の高い学生と，とりあえず諌習し

ている 3曲を提出し，期末実技試験の点数の抵

さを補おうとした，実技能力の低い学生とが混

在することに原因があると推測できる。

4. i研修君jに関するアンケート謂査
この実践の後， i研修君jを使ったピアノ演奏

の録酉に関するアンケートを震修者に実施した。

ア あなたは，コンピュータを使える方ですか 人数

-他の入と比べて得意な方 。
• 11患の入と関じぐらい 45 

-億の入と比べてやや劣る方 32 

-できることならコンピュータを使いたくないぐらい苦手 13 

イ 同庁穆君」の操作方法は簡単でしたか 人数

-非常に簡単 3 

-まあ欝単 61 

-どちらでもない 20 

-難しい :J 

-非常に難しい 。
-その飽(装っていなしす l 

機械の不調が続いたにもかかわらず，多くの

学生が f研修君Jの操作は簡単だ、ったとしてお
り，常に順調に動いていたならさらに簡単と感

じたはずである。「研修君」は，機械が苦手で

あると感じている学生にとっても負担にならな

いツールであるといえよう。
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ウ あなたは，バーコード機龍を利用して自分
人数

の漬奏を確認しましたか

-録画した後，毎回すぐに確認した 46 

-録画した後，何回かに一度すぐに確認した 19 

-録画した後，しばらくしてからすべて確認した 1 

-まったく確認しなかった 23 

過半数の学生が録画した後毎回すぐにバー

コード機能を使って自分の演奏を確かめている。

「自分の渓奏を客観的に諒くこと(見ること)が

できてよかったJi査すべき笛所が自分でみつ
かったJiC自分が演奏している姿を見るのは恥
ずかしかったが〉昌分の演奏する姿を見る機会

はほとんどないので，良い機会になったjなど

といった意見がみられた。

エ 今回「研惨君Jをf吏うことで，ピアノ誼奏
人数

技荷は向上したと患いますか

「研修君jを便うために長時間ピアノを線習
5 

したので，演奏技荷はとても上がった

-練習はあま乃せずに「研修君」を使っていた
7 

が， ?実奏技手配は上がった

「研修君jを使ったことで，演奏技街が向上
66 

したとはあまり思えない

[研修君jを使ったことで，演奏技術が向上
3 

したというのはまったくない

-その龍(使っていない，わからない〉 9 

オ 録画回数が成績に加算されることで，隷習
人数

時間は増えましたか

-成績に加算されるので増えた 33 

-レッスンで仕上げたものを録画したので，成

績を加算されるのを意識しなかったし，練習 28 

時開も増えていない

-成韻に加算されるのはうれしかったが，実際
20 

の練習時間は唱えなかった

-成績に加算されることにも関心なく，練習時
5 

間も増えなかった

-その他(成績に加算されることには関心者い
3 

が，練習時間は増えた，など)

[研修君jを使用することによってピアノ実

技能力は向上したと思うかという質問に対して，

そう思うと毘答した学生は少なかった。また，

録画回数が或績に加算されることで練習時間が

増えたかという質需に対しては，唱えた者と変

わっていない者がほぼ同数であった。

「録画中という緊張した状惑で演奏すること

が役立つたJiしっかちと社上げようと思うよ
うになったjという声などもあったが，実技能

力の向上に結びついたかということに対しては

否定的な学生が大多数をさめた。

カ 諒璽場所(混雑具合〉について 人数

-いつも誰もいなくて，すぐに録画できた 5 

-だいたい誰もいなくて，録酉できた 19 

-大抵誰かが録画しているので，持った 38 

-いつも誰かいるので，待ったりあきらめたりした 27 

-無回答 1 

録画場所の混雑具合を尋ねたところ，非常に

逗雑していたことや機械の故障によって，録画

自体を諦めた学生が多く存在した。録画に失敗

することや，録画したものに満足できないこと

もあり，録画面数は提出回数より辻るかに多く

なっているため，震修生105名がI台の機械を

授業時間外に使用し，録画回数を成績に加算す

るという方法自体に無理があったのは否めないc

録画曲数を制限して演奏の内容を評価する，予

約表を作る，あるいは一般のさデオカメラなど

を併用するなどといった工夫が今後必要である

と思われる。

録画することによって実技テストの低得点を

補ってほしいという筆者らの意図通り，ピアノ

譲奏が苦手な学生から， i成績に加算されるので，

ピアノの苦手な自分にも成績アップの可能性が

あってよかったJという意見があった一方で、，
f録酉自体に負担感があり，ピアノが苦手で 1

曲マスターするのにも時需がかかるため，回数

〈曲数)ではなく，上達震なども見て欲しい」と

いった声もあり，録画自数の点数化はピアノ実

技能力の高い者をますます有利にさせる倒匡が

あることがわかった。また， 3国録画しようと

したのに l回しかうまく撮れなかった者なども

いたようで，次の実践では録画装置の安定性は

不可欠であると患われた。

5. eラーニングに対するアンケート調査

eラーニングを導入した欝，どのようなコン

テンツが欲しいかを開いたところ，以下のよう
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な回答になった。

キ 教員から学生に提撰するコンテンツとして
人数

望む内容

-模範演奏を見たい 44 

-練習の方法が知乃たい 24 

-楽譜の読み方について説明して欲しい 12 

-コードネームについて説明して設しい 14 

-簡易伴奏のやり方について実例を示して欲しい 27 

-指づかいについて実関を示して欲しい 27 

-声の出し方(発声法)を説明して欲しい 37 

-曲想〈フレージング・プレスを含む〉につい
14 

て具体的な例を挙げて説明して欲しい

-弾き歌い，ピアノ演奏の姿勢や表情，視綾に
51 

ついて大器な点を示して欲しい

「弾き歌いの模範演奏を見たいJI声の出し
方(発声法〉を説明して欲しいJI指づかいに
ついて実例を示して欲しいJI弾き歌い，ピア
ノ演奏の姿勢や表情，視線について大切な点を

示して欲しい」などの要望が多かった。通常の

春日でよく行われているような，授業を欠席し

た学生をフォローするための授業録画配信では

なく，より一層自的を絞ったコンテンツが求め

られているといえるだろう。

提出された映鎮の取り扱いに関しては，次の

ような屈答になった。

ク 録画提出映像の取母扱いについて

.今回のような録酉提出国数の点数化

-録冨提出した漬奏に対する教員からのアドバイス

ケ どのようなアドバイスが欲しいですか

-教員と 1対 1，鋼毘にアドバイスを受ける

-ネットワークなので，掲示板のようなイメー

ジで，他の人の演奏やそれに対するアドパイ

スも見ることができる

-わからない

-特に要望なし

人数

43 

11 

7 

10 

学生の演奏に対する教員からのフィードバッ

クを望む者が，今回の実践のような録画提出回

数の点数化を望む者の約3倍存在した。 Iアド
バイスを受けることによって初めて，どこをど

のように直すといいか，どこに注意すべきかわ

かるjという学生が多かった。

次にその方法について雲間したところ，教員

と1対 1，すなわち椙却にアドバイスを受けた

いという学生が，ネットワークの特性を生かし

て，組の人の演奏〈それに対するアドバイス)

もみることができることを希望した学生の4倍

に達した。なかには， I掲示板のようなもので
もいいが，運用する場合も氏名は伏せて欲しいj

という要望もあったが，映{家の場合はおそらく

不可龍であろう。

同様のことが今国の実践におけるバーコード

シール提出時にも見られた。各自が諌習室に量

いであるノートにノfーコードシールを員占ること

になっていたのだが，この方法では強の学生の

演奏を容易に再生できてしまうため，封簡など

に入れて筆者に直接提出する方法に変更するこ

とになった。このように，閉鎖的な感覚が至る

所で晃られることもピアノ実技の詩質といえる

だろう。

6.提出映像に対するフィードパック

演奏に対するフィードバックを望む者が多

かったため，アドバイスの方法を模索すること

にした。

履疹者105名全員に対するアドバイスは時間的

に不可詫だったが，ピアノ演奏の初心者，ピア

ノ演奏とよヒ較して歌唱が苦手な者，無難に演奏

している中殺者，さらなるアドバイスによちど

アノ実技能力の向上が期待される者，学生とし

て模範に近い演奏をしている者，ピアノ演奏は

苦手だが，コードネームに関する筆記試験が高

得点である者，今回の録画において最も良いア

ングルで、映っている者に分けて，それぞれ 1~

2名ずつ抽出し，実施した。

弾き歌い全体に対するアドバイスは，研究協

力者の赤羽美希によって，特に歌唱に対するア

ドバイスは小林田鶴子(名古屋女子大学)に

よって行われた。アドバイザ一両名は履修者ら

と面識はない。

対菌レッスンでは一人あたりのしッスン時間

はわずか数分であるため，学生の演奏を一通り

磨、いた後，間違っている箆所を指摘し大雑把

な感想、を述べるに留まっているが，そうした従
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保育者養成におけるピアノ eラーニングに向けて

来型のレッスンと比較すると，何百も繰り返し

視聴し入念に分析することができた。その到

を以下に挙げることにする(図 1，函2)。

一口にアドバイスといっても，どの程度の内

容を伝えるかで労力が大きく違い，一人ずつ了

寧にやっていくとなると莫大な時間を要する。

一歌一
・声が小さい。

. 1と・ん・ぼ・の」と切って歌っている。→ことば
のまとまり，フレーズの流れを意識して歌う。

-曲に表情がない。(強弱の変化なし)→歌詞の意味

を考えて，強震をつけてみる。特に歌の2フレー

ズ自の冒頭 (1あーおいJ)に向けてクレッシエン
ドできる。

. 1とーんだからjは「とーおんだからjにならない
ように。

-曲の捨まりが抵い音(めなので，地声にならな

いことが大切。声を響かせるためには一番出しや

すい官(たとえばソかラ)から fアアアアアJと
歌いながちドまで下がってきて，その響きを保っ

たまま， 1とん;むと発声をする。または， 1あー
おいおそら」のところが高いので，その響きを覚

えておいて，低いドの音をやわらかく発声する。

ぜアノー

・終始鍵盤や指をみて演奏している。→顔を上げて

明るく。

・イントロの右手の和音が重いので軽く。

-和音から単音への移行の音であるので難しいせい

か， 3小箆自右手の1音自のソの音錨が長すぎる0

・4小館自，左手のスタッカートを軽く。

・ピアノの右手パート(メロデイ〉のブレスが不十

分。特に， 8~9 小節にかけての fみずいろめが

ね」と「あーおいjの関はたっぷりプレスをして

歌う。

. 13小節と14小箆，左手2拍自のソの連拝が重い。

→それぞれの小節の始めの音 (13/J、節呂辻ド， 14 

小節呂はシ)に軽くアクセントをおいて，ソのス

タッカートを軽く弾く。

. 15/J、館自の左手レガートが意識されていなしh →

1拍巨ドとラの間にごく軽くプレス。

-歌詞の意味を考えて強弱をつけてみる。この歌は，

メロデイの音程の上下とほ詔一致させてクレッ

シエンド，デクレッシエンドができる。

函 1 Hさん{無難に濃奏している中級者)の

「とんぼのめがね」への標準アドバイス

一歌一
・プレスがうまくできていなしミ。特に最初の「しゃ

ぼんだまとんだ」の後。 fしゃぼんだま飛んだ・休

持・急いでちょっとだけプレスjとなっているの

で余揺を持ってプレスする。

・フレーズのまとまちがない。→言葉のまとまりを

意識する。

-強弱の変化がない。→歌詞の意味を意識してダイ

ナミクスをつける。「しゃぼんだまとんだ<p>J
→(さらに)→「やねまでとんだ<mp>J→「や
おまでとんで<mp>J→(それで?<クレッシエ
ンド>)→「壊れてきえた<mfからデクレッシエ
ンド>J
ーピアノー

・イントロの右手のスタッカート，切号すぎ0

・片手から再手になるところで速くなる。イントロ

から歌に入るところで速くなる。和音が変わると

ころで遅くなる。メロデイの膏が飛ぶところで遅

くなる。件符が短くつまって速くなる。→全体的

にテンポが揺れないように注意。

-指づかいが正しくない。(たくさんの箇所)→テ

シポが揺れる原因のひとつ。

-耗始鍵盤や指をみている。→顔を上げる。

・左手の和音が重いので軽く。

-言葉のまとまり，フレーズの横の流れを意識する0

・歌のプレスもピアノのプレスもともに不十分。→

余裕を持ってブレス。

・ピアノも歌詞の意味を考えて強弱をつけてみる 0

.出の最後をリタルダンドしてみてはどうか。

-今後の練習方法-

iステップ11指づかいを亘す。(部分練習などして，
指づかいに'讃れる。特に左手の和音が変わる部分，

右手のメロデイの膏が飛ぶ部分は重点的に縁習する。〉

右手

イントロ 11・3・2・1・2・3・5・1・2

・5・3・3・2・1・3・2・1J 

やねまでとんだ 13・1・5・3・2・3・2J

ゃねまでとんでこわれてきえた 13・3・2・1

・2・5・4・5・5・4・1・3・2・1J 

i エンデイング冒頭の右手 14・3・4・3・4・

3・5・4・3・2・1J 
左手

3小欝目 15・2・5・1J 

10小第百円上から)135・135J

2O/J、第百円上から)15・124J

iステップ2iテンポを一定にする。
①最も弾きにくい蔀分が止まらずに弾けるテンポ

を探す0

~舎でみつけたテンポで全鉢を弾いてみる O

*このとき，頭のなかで2小節迂どカウントして

から弾き始める。弾いている爵もテンポ感を意

識する。

*休容で音がつまらないように，体符はしっかり

とる。

*歌のフレーズの切れ目でブレスを十分とる。

-38-



発達教育学部記要

③そのテンポで弾けるようになったら，徐々にテ

ンポを上げていく。

;ステップ31細かい部分を直す。
.左手の和音を軽く弾く。

・フレーズを意識する。 1フレーズごとレガートで0

.歌詞の意味をとらえて強弱をつける。

・より上手に聞こえるように，曲の最後で1)タルダ

ンドをする。

・顔を上げて，明るく歌う。

罰2 Cさん(ピアノの拐心者)の fしゃiまんだまJ
への詳細アドバイス

一人ず、つアドバイスをしていくと，かなりの

部分で共通点が見い出されたため，多くの学生

が提出している「あめふりくまのこJIいぬの
おまわりさんJIとんぼのめがねJIおもいでの
アルバムJIしゃぼんだまjについては，録匿を
提出した全員の映像をチェックし，弾き歌いす

る際に注意すべき点を楽譜に書き込んだ。次

ページ以降の楽譜と解説がその例である{図3)。

こういった手法は，バイエルやブルクミュ

ラーといった教則本ではよく見られるものであ

るが，学生の実擦の演奏をチェックして共通し

たアドバイスを伝えるという試みはこれまであ

まりされておらず，注意点を評価基準に読み替

えれば教師用の評信基準表などを作ることもで

きるであろう。

7.今後の計画と課題

今回の実践における総録画提出数は281であ

り，それらのすべてに鋼別に対応するのは不可

龍だ、ったD たとえ提出曲数を制限したとしても，

多くのアドバイザーの確保が必要になるのは言

うまでもない。

そこで筆者らは，履修者に対するある程度の

フィードバックを具体fとするために，弾き歌い

の模範演奏瑛像コンテンツを作成し，それぞれ

の学生に対するアドバイスを集約した，“最小公

倍数的な"解説を付けて2006年度中に配信する

ことを計画中である。併せて学生から要望の多

かった歌唱指導のコンテンツもアップロードす

る予定であち，こうしたコンテンツを費うこと

によって，個別対応以上の教育効果を実現した

いと考えているc

単に履修者に映後教材などを見せるのならば，

DVDなどで配布したほうが簡単であり，高画

質であるといった認識もあるに違いない。しか

し， DVDならばその都度焼き増しが必要で、あ

るが， eラーニングの場合は一旦アップロード

すれiまそのまま映像コンテンツを維持すること

ができ，学生の学習履墜を分析することによっ

て，映像を見たかどうか，さらには反復調覧し

たかどうかも確認することもできる。そうした

eラーニングが持つ双方向性という利点を生か

していきたいG

また，ピアノ演奏に関する eラーニング教材

の場合，映像の画質も問題となるため，どの程

度のクオリティなちば満足できるか，あるいは

酉質の去さはどこまで我慢できるかという考察

も必要であろう。コンテンツの一部を実験的に

記信しながら，高画質配信という新技術も検討

すると同時に， DVDの配布などと組み合わせ

たほうがよいのかなどについて追求したい。

今国はeラーニングの本格的実現を念頭にお

いた予儀的実践であったが，アンケート調査で

は， eラーニングよりも実際のピアノ実技関連

科目を 2年次後期以降も開講して欲しいという

学生がかなり多くいた。しかしながら，将来的

にピアノ実技科目を増設することができたとし

ても，履修者数の関係でやはり一人あた切の十

分なレッスン時間を確保するのは難しいため，

とりわけピアノの初心者に対しては eラーニ

ングでの補完を考えるべきであろう。

また，筆者らは，ピアノ演奏映橡と文字によ

る会話を併用したネット上のグループレッスン

(文字による会話だけではなし漬奏映像を交え

た掲示板)の実現を呑望していたのだが，学生

たちが個別のアドバイスを望み，ネットワーク的

な運営をあまり好んでいないという現状を知った。

音楽の苦手な者にとってピアノ実技には差恥

の感情が伴うものであることを考嘉したとき，

果たしてどの程畏までオープンにすることが可

誌なのだろうか。もしeラーニングを運営する

ならば，パスワードと IDで認証させる 1対 1， 

もしくは 1対少数のクローズドなものなのか，

もっとオープンにして選択科目として実施でき
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保育者養成におけるピアノ eラーニングに向けて

るのだろうか……検討すべき課題は多い。こう

した課題に向き合いつつ，ピアノ指導，ピアノ

レッスンに伴いがちな閉鎖的な雰菌気を改善し

ていきたいと考えている。

図3 r犬のおまわりさんjへの共逼アドバイス
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